
母子健康手帳の国際的普及
地域研究からの視座

中村安秀
公益社団法人日本WHO協会 理事長

（NPO法人HANDS シニア・アドバイザー）



大同生命地域研究
「特別賞」
授賞式

2024年7月24日
クラブ関西











←砂糖

← ミルク 7ポンド

←衣料給付





トロント宣言
第13回母子手帳国際会議（カナダ・トロント：2022年8月）

DEI（Diversity, Equity, and Inclusion）の原則を保健医
療ケアに取り入れる母子手帳の新しい価値を見出し
たのは、トロント大学の大学院生グループだった！

多様性（文化的配慮のある
サービスを提供）、
公平さ（保健医療ケアを受
けられない人に届ける）
包摂（低出生体重児、発達
障害など特定のニーズに
対応）
第13回母子手帳国際会議
の事務局運営は、大阪大
学でPh.Dを取得したDr. 

シャフィ・ブイヨンとト
ロント大学院生だった。
（カナダ・トロント)



第14回母子手帳国際会議
テーマは「Safe Beginnings（人生の安全なスタート） 」

2024年5月 フィリピン共和国マニラ

各国から母子手帳に関心
を持つ医療者が集まった

主催：カラバルソン州保健局、フィリピン大学、国際母子手帳委員会、
後援：JICA、HANDS、カネソン、興和、日本WHO協会など



日本・UNRWA（国連パレスチナ
難民救済事業機関）70周年、母
子手帳のUNRWA活動地域への
導入15周年を記念したイベント

現地と日本を結び、母子手帳を
使っているパレスチナ人と日本
人の母親が、オンラインで楽しく
語り合った

主催：UNRWA
共催：国際協力機構（JICA） 
後援：国際母子手帳委員会、
日本WHO協会
出典：『目で見るWHO』（2024年冬
号）

パレスチナ母子手帳15周年の歩み記念式典
（2023年6月）

https://www.unrwa.org/japan7
0th/blog/mchhandbookevent/



世界の子どもが自分の母子手帳を手にする日まで！
中村安秀（president@japan-who.or.jp）

ご清聴ありがとうございました！

『海をわたった母子手帳』
（中村安秀著：旬報社）

2021年9月
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